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 談話の意味を理解するとはどういうことか。たとえばヒトの言葉には照応という、二つ

の表現（の意味）がつながりをもつ現象がある。この照応現象は談話のダイナミックな意

味の好例としてよく考察されるが、そもそも照応とは何かを理論中立的に説明するのは難

しいという指摘もあり、事実、各説明手法によって照応現象の捉え方が割れているといっ

てよい。したがって、そもそも談話のダイナミクスをどのように考えるかが依然として問

題になっている。 

この発表では、意味論的に有名な照応データを扱う研究から、談話の意味のダイナミッ

クな性質を明らかにする手掛かりを見つけることをめざす。具体的には、近年の動的意味

論における分析提案などを参考に、Rothschild and Yalcin［１］で提案されている談話レ

ベルのダイナミックな性質を再考する。［１］が述べる談話のダイナミクスとは、談話全体

の真理条件はその談話を構成する各文の真理条件の総和とはみなせない、という比較的シ

ンプルなものである。しかし、近年の動的意味論の研究から示唆されるのは、やはり真理

条件とは別の何かが談話のダイナミックな意味理解には必要だということである。したが

って［１］による談話のダイナミクスをより具体的に（あるいは別の観点から）書き換え

ることができるのではないかと考える。 

 たとえば動的述語論理をベースとして照応を分析する Keshet［２］では、談話マーカー

だけでなく、これまで使われてきたアップデートも状態ストックとして格納し、アップデ

ートの再利用を可能にすることでシステムの分析範囲を技術的に拡張している（そしてお

そらく、DRTベースの Venhuizen, et al.［３］も似たようなコンセプトを持っている）。

このアイデアは、一度定義されたプログラムはその後も再利用可能であるというプログラ

ミング言語の考えに基づいている。アップデートをストックし、再利用するという考えは

特に分配読みが求められる照応のケースで相性がよいように思う。動的意味論をベースに

照応を説明するアプローチでは、束縛関係を用いることで二つの表現の形式リンクを明示

できる点に強みがある。しかしアップデートをストックするという手法はある意味で語用

論的に実行できるようにも映り、ダイナミクスを意味論と語用論のどちらをベースにして

考えるかという、近年の動的意味論をめぐる問題にもかかわっていて興味深い。このよう

な点も踏まえながら、談話のダイナミクスについて論じられればと思う。 
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